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６月 11日、この日は教頭先生も統括事務長先生も出張でした。夕方、戸締りの確認に校内をまわりました。子どもた

ちが帰った後の学校は寂しいものですが、廊下だけはとてもにぎやかです。今回は１・２年生の「アートストリート」を紹介

します。 

まずは１年生の作品「やぶいたかたちからうまれたよ」。廊下を

進むと「ガオーッ！」という唸り声が聞こえてきそうな、大きな恐竜と

小さな恐竜のガチンコ喧嘩が勃発していました。体格差なんてお

構いなし、小さい恐竜も一歩も引きません。画用紙の枠を大きくは

み出す勢いで大胆に貼られた色紙。その自由な表現に、１年生の

「枠にはまらないパッション」を感じずにはいられません。 

お隣の２年生のエリアでは、いろんな「ふしぎなたまご」が

出迎えてくれました。カラフルなたまごから、何かが生まれて

います。一見すると「分かるような、分からないような……」と

いう抽象画の趣。気になって、職員室の先生に写真を見せて

クイズを出してみました。「先生、この作品のタイトル何だと思

います？」「うーん……何か、宇宙のような広がりを感じる……」なんと大正解！ タイトルは

『スター・ウォーズ』。広大な銀河を描いた２年生のセンスもすばらしいですが、ニュアンスで

当ててしまう先生の直感も見事なものです。 

傑作たちをあっちの角度、こっちの角度から眺めているうちに、気づけば 30 分以上が経過。「そろそろ職員室に戻ろ

う」と歩き出した瞬間、私は見てしまったのです。夕暮れの光に照らされ、にわかにヨーロッパの香りを醸し出すその場所

を――。「あれ？ ここはフランス、ルーブル美術館？」目の前にあったのは、青・白・赤のトリコ

ロール。みなさん、どこにあるか分かりますか？ 

日常の何気ない景色すらアートに見えてしまう、そんな魔法にかかった放課後でした。 

家庭科ボランティアさんありがとうございました 

5年生の家庭科で裁縫の学習が始まり、地域の皆様 

に「玉結び・玉止め」をサポートしていただきました。 

最初は「糸が言うことを聞いてくれない」と苦戦してい 

た子どもたち。しかし、優しくコツを教えてもらうとみるみ 

る上達し、布の上には立派なスイカの種（玉留め）がた 

くさん実りました。 

技術の習得も大切ですが、それ以上に地域の皆様が 

温かく見守り、声をかけてくださる「触れ合い」は、子ども 

たちの何よりの心の栄養です。教科書を超えた心と心の 

繋がりをありがとうございました。 

日曜参観（鳥栖市教育の日） 

 ６月１４日の日曜参観には、

たくさんの保護者の皆様、地

域の皆様にお越しいただき

ありがとうございました。本日

は２時間の授業公開でした

が、学校のことで何か気にな

ることがございましたら、お気

軽にご 

相談く 

ださい。 

 
アートな学校 



 

 

 

 

 

 


